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・知事部局、議会事務局、選挙管理委員会、監査委員事務局、人事委員会事務局の一般職（会計年度任用職員を
除く）を対象

・回答者数：1,690人（回答率41.0％）

・実施時期：令和７年９月11日（木）～10月３日（金）（３週間）

・実施方法：設問数33（電子申請システムによる選択式、一部記述式）

実施概要

１ 働き方改革等に関する職員アンケート概要

・R6年度から働き方や職場環境等に係る職員意識の実態を把握することにより、働き方改革の課題を洗い出し、
対策を検討するために、職員アンケートを実施。

・また、R7年度は、「次世代育成支援対策推進法」および「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に
基づく特定事業主行動計画の改定にあたり、職員の子育てと仕事に関する状況や職員の職場環境等を把握し、
次世代育成のための支援策及び職業生活における活躍の推進支援策を検討するため、アンケート調査を実施。

・アンケート結果をもとに、働き方及び職場環境の改善に向けた取組の検討及び特定事業主行動計画の改定を
行う。

目的

（参考）
・「働き方改革等に関する職員アンケート」（令和６年度実施）や、国家公務員における職員アンケートを基に、設

問を設定

・特定事業主行動計画の指針項目を基本に、現計画の目標に関連した設問を追加。
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２ 回答者の属性

その他女性男性

2.6%35.6%61.8%性別

50歳以上40代30代10代・20代

30.1%29.5%25.4%15.0%年代

出先本庁

43.0%57.0%勤務先

非管理職管理職

92.1%7.9%役職

こども未来部生活福祉部環境部企画部総務部知事公室

上段：回答数

中段：職員数
（R7.10.1時点）

下段：回答率

89人108人44人103人170人46人

275人246人103人235人400人135人

32.4%43.9%42.7%43.8%42.5%34.1%

出納事務局土木建築部文化観光ｽﾎﾟｰﾂ部商工労働部農林水産部保健医療介護部

14人317人59人168人346人187人

54人768人154人263人841人553人

25.9%41.3%38.3%63.9%41.1%33.8%

合計人事委員会選挙管理委員会監査委員事務局県議会事務局労働委員会事務局

1,690人9人2人9人10人9人

4,123人18人4人18人44人12人

41.0%50.0%50.0%50.0%22.7%75.0%

なしあり

41.8%58.2%子の有無

86.9％13.1％要介護者の有無

臨時的任用任期付職員再任用職員一般職員

2.9%0.6%1.2%95.3%職員区分

２



３ 働き方改革等に関する職員アンケート結果（まとめ）

Ⅰ 働きやすい職場環境の実感度
実感度：63.4% （71.6%）

Ⅱ 時間外勤務削減のために効果的と思う施策
業務の削減や優先順位付け：53.6%
調査・照会ものの統合・簡素化：41.5%
業務のスクラップアンドビルドの徹底：33.6%

Ⅲ 兼業を希望する職員
兼業希望者：61.4%

Ⅳ 過去1年間のハラスメントに関する状況
ⅰ 自身が受けたと感じたハラスメント

カスタマーハラスメント：23.3%
パワーハラスメント：14.9%

ⅱ 他職員に対するハラスメントを見聞き
パワーハラスメント：28.7%
カスタマーハラスメント：23.8%

Ⅳ 昇任意欲度
昇任意欲あり：48.6% （52.5%）

Ⅴ 勤務継続意向
定年又は60歳まで継続：40.1％ （40.7％）
数年以内の退職：13.3% （7.6%）

※（）内はR6の数値

□ アンケートの結果を、特定事業主行動計画の
改定に反映させるとともに、次期行財政運営プ
ログラムの策定にも活用。

□ 職員一人ひとりが働きがいと成長を実感し、
個性と能力を最大限発揮できる組織への転換
に向けて、以下の取組を柱として、職場環境の
改善を推進する。

（1）業務効率化の推進及び時間外勤務の縮減
（2）職員のモチベーションの向上
（3）安定的な公務人材の確保
（4）多様な働き方ができる職場環境の整備

□ 働き方や職場環境等に係る職員意識の実態
を広く把握するため、回答率の向上を図りつつ、
働き方改革等に関する職員アンケートを次年度
以降も継続して実施予定。

今後の取組

取組を下支えする推進体制
□ 令和８年度に、人事課内に「働き方改革・人材

確保推進室（仮称）」を設置。
□ 同室が中心となって、職員の働きやすい職場

環境の整備と、職員の高い意欲（モチベーショ
ン）の維持向上を図ることで、持続的な人材確
保の実現に取り組む。

3



（注） 「とてもそう思う」「全くそう思わない」等の６段階で回答
を求めているところ、この資料では「実感あり」「実感な
し」の２段階に集約
「実感あり」・・・「とてもそう思う」「そう思う」「ややそう思
う」 を回答した者の割合の合計

□ 働きやすい職場環境（仕事と私生活の両立）の職員全体の実感度は、63.4％となった。
□ 現在の職場において、ワーク・ライフ・バランスを取ることが難しいと回答した職員が、両立できないと思う

要因について、回答が多い順に「業務が多いこと」が84.8％ 、「予定外の業務（災害・基地問題・議会の対応等
含む）が多いこと」が57.8％）、「組織風土（残業当たり前、休暇を取れない等）のため」が30.4％となった。

⑴ 働きやすい職場環境の実感

4

４ 働き方改革等に関する職員アンケート結果（概要）

出先本庁全体
非管理職管理職非管理職管理職非管理職管理職

80.383.380.487.677.387.185.178.684.8業務が多い（非効率・不要な業務）

12.816.712.918.69.118.016.610.716.3所属長のマネジメント不足

45.850.045.963.177.363.957.271.457.8
予定外の業務が多い
（災害・基地問題・議会の対応等含む）

27.616.727.332.031.832.030.528.630.4
組織風土
（残業当たり前、休暇を取れない等）

9.90.09.66.24.56.17.43.67.3ハラスメント（疑い含む）がある

14.80.014.413.94.513.414.23.613.7家庭生活（育児）の負担が大きい

7.40.07.24.118.24.95.214.35.7家庭生活（介護）の負担が大きい

33.033.333.023.213.622.726.617.926.2その他

「その他を選択した職員の自由意見抜粋」
○ 一人当たりの業務量が多いため残業が絶えない。
○ 24時間365日呼び出しされる可能性のある業務が当番制であり、代休などもない。
○ 各業務１担当者という風土から、休みにくい状況。

（１）仕事と私生活（育児、介護、治療等）と両立して生き生きと働ける「実感あり」（注）

（２）ワーク・ライフ・バランスを取ることが難しい要因

※ 上位３位までの回答をオレンジ色で網掛け

63.4 78.9 62.0 71.6 84.3 70.5 

全体 管理職 非管理職

R7 R6 （％）



□ 令和６年度 働き方改革に関するアンケートにおいて、「現在の仕事に対する働きがい」に関する職員全体の
実感度は、51.7％であった。その結果を踏まえ、個別の働きがいについて、その重要度と実感度を聞き取り
した。

□ 個別の働きがいに関する事項の重要度に対しては、回答が多い順に「仕事を通じて能力・スキルを身に着け
ることができる」が95.4％、「所属組織で自分たちの仕事に誇りを感じること」が92.0％となった。一方、そ
の項目に対する対する実感度は、それぞれ68.6％、65.1％に留まっている。

□ 年代別については、10代・20代の実感度がいずれの項目においても、全体を上回っている。

⑵ 働きがい（やりがい）に関する事項に対する重要度の認識と現在の実感度の状況

【年代別の実感度】

10代・20代：79.1％ 40代 ：61.5％
30代 ：64.7％ 50歳以上：73.8％

10代・20代：73.1％ 40代 ：59.3％
30代 ：59.8％ 50歳以上：71.3％

10代・20代：82.6％ 40代 ：67.1％
30代 ：68.6％ 50歳以上：69.5％

10代・20代：69.6％ 40代 ：61.9％
30代 ：64.0％ 50歳以上：71.1％

10代・20代：65.6％ 40代 ：49.9％
30代 ：48.4％ 50歳以上：63.6％

10代・20代：77.9％ 40代 ：63.7％
30代 ：67.9％ 50歳以上：73.2％

95.4 

92.0 

91.9 

91.5 

89.3 

87.9 

68.6 

65.1 

70.5 

66.3 

56.0 

69.8 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

仕事（研修等を含む）を通じて

能力・スキルを身に付けることが

できることについて

所属組織で自分たちの

仕事の誇りを感じることについて

周囲から自分の仕事が認められる

こと（上司・同僚からのフィードバック、

成果に対する評価）について

自分の仕事が県民・社会の役に

立っている実感があることについて

公務に対する社会的評価が

高いことについて

成長する機会・実感があること

（困難な課題・業務へチャレンジ

できること）について

働きがい（やりがい）に関する重要度・実感度について

（全体n＝1690）

重要度 実感度
（％）

５

①

②

③

④

⑤

⑥



□ 時間外勤務を減らすために特に効果的と思われることとして、回答が多い順に「業務の削減や優先順位付
け」が53.6％、「調査・照会ものの統合・簡素化」が41.5％、「業務のスクラップアンドビルドの徹底」が
33.6％となった。

□ 勤務先別では、本庁で議会関係の項目が比較的高く、出先機関で「会議の時間短縮・効率化」、「所属長、職員
の意識改革」が比較的高い。

□ 役職別では、管理職で「DXの活用」及び「議会関係の待機」が非管理職よりも高い。

⑶ 時間外勤務を減らすために特に効果的と思われること

（％）

※ 上位３位までの回答をオレンジ色で網掛け

出先本庁全体
非管理職管理職非管理職管理職非管理職管理職

24.023.824.09.419.810.415.821.116.2会議の時間短縮・効率化

35.850.036.645.739.645.141.442.941.5調査・照会ものの統合・簡素化

35.226.234.727.544.029.030.938.331.5DXの活用

15.138.116.432.923.132.025.027.825.3議会答弁調整の時間短縮・効率化

14.940.516.430.037.430.723.438.324.6議会関係の待機

7.019.07.728.537.429.419.131.620.1議会運営に係るルールの見直し

34.628.634.334.220.933.034.423.333.6業務のスクラップアンドビルドの徹底

62.738.161.348.144.047.754.542.153.6業務の削減や優先順位付け

28.59.527.415.915.415.921.513.520.8所属長、職員の意識改革

17.823.818.215.612.115.216.615.816.5その他

６

「その他を選択した職員の自由意見抜粋」
○ 「ムダな業務を徹底的に排除する」ことが効果的。
○ 小さな組織が多数点在しておりスクラップして統合したり、事業や業務見直しが必要。
○ ビルド以上のスクラップの徹底が必要。
○ 業務を減らすと人も減らされるので結果、無駄な仕事が減らないのではと思う。
○ 毎年同じ作業の予算編成、組織要求等の調査票はDX化・簡素化を最優先に行う必要がある。
○ 不要と考えられる資料作成の見直し（議会想定の簡素化、）。上司との調整のための資料作成の省略（既存資料の活用、口頭調整）。
○ 柔軟な働き方（フレックス勤務制度）等の導入（月で所定労働を合わせることで、時間外が減るはず）。



□ 年次休暇取得を推進するために取り組むことが必要と思われることに対して、回答が多い順に「取得しやす
い職場の雰囲気づくり」が66.4％、「事務の簡素化・合理化の推進」が55.0％、「業務遂行体制の工夫・見直
し」が45.6％となった。

⑷ 年次休暇の取得推進について

出先本庁全体
非管理職管理職非管理職管理職非管理職管理職

69.783.370.562.075.863.365.478.266.4取得しやすい職場の雰囲気づくり

53.445.252.957.250.556.555.548.955.0事務の簡素化・合理化の推進

43.045.243.147.546.247.445.545.945.6業務遂行体制の工夫・見直し

34.423.833.727.844.029.430.737.631.2職員の意識改革

4.72.44.54.512.15.24.69.04.9年次休暇計画表の作成・実施

15.521.415.811.823.112.913.422.614.1職場の業務予定の職員への早期周知

27.514.326.724.923.124.726.020.325.6連続休暇の取得促進

23.211.922.619.618.719.521.216.520.8学校行事等への参加休暇の取得促進

13.914.313.916.78.816.015.510.515.1その他

（％）

7

「その他を選択した職員の自由意見抜粋」
○ 業務量が変わらないのに年休取得の推進ばかり言われても逆に負担に感じるので、業務軽減。
○ 休む制度の拡充に伴った職員数の確保や業務削減などの各種体制整備。
〇 休暇中、別の職員が業務対応ができれば、休暇を取得しやすいが、業務が属人化していて難しい。
○ 時間外労働が常態化している状況で有給取得を推進すること自体が非現実的。人員増が必要。
〇 管理職の意識改革が必要。時間外にロゴチャットでの不要不急な指示を禁止する等。
〇 部長、課長級が率先して連続休暇を取得してほしい。
〇 課長や班長が年休取得の目標値を示し、その為の体制や業務応援の仕組みを作ること。（声掛けだけでは不足）

※ 上位３位までの回答をオレンジ色で網掛け



2.6 

14.9 

1.0 

23.3 

65.8 

8.1 

28.7 

2.1 

23.8 

54.7 

セクシュアル

ハラスメント

パワー

ハラスメント

マタハラ等

（妊娠、出産、育児

又は介護に関する

ハラスメント）

カスタマー

ハラスメント

特にない

(%)

自身が受けた（n=1690）

他職員に対して見聞きした（n=1690）

59.8 

48.0 

45.3 

49.5 

30.7 

12.7 

35.9 

12.0 

管理職の意識啓発研修

一般職員の意識啓発研修

外部の相談窓口の設置

問題発生時の迅速な対応

相談窓口に関する定期的な案内

（メール等を活用した複数回の案内）

職場内ミーティングの推奨

定期的なアンケート調査等による

ハラスメントの状況把握

その他

(%)TOTAL（n=1690）

□ 兼業を希望する職員は全体で、61.4％となった。
□ その理由については、回答が多い順に「自分の時

間を割くことに対する対価を受領したい」が
49.0％、「本業では得ることができない新しい知
見やスキル、人脈をみたい」が44.8％、「その他」
が32.6％となった。

⑸ 兼業について

（１）兼業の希望 希望する

希望しない

44.8 

18.1 

49.0 

20.8 

11.0 

13.3 

32.6 

39.0 

20.3 

35.6 

15.3 

15.3 

16.9 

22.0 

45.1 

18.0 

49.8 

21.1 

10.7 

13.1 

33.2 

本業では得ることが

できない新しい知見や

スキル、人脈をみたい

自分の趣味や

特技を活かしたい

自分の時間を割くことに

対する対価を受領したい

社会や地域の諸課題の

解決に取り組みたい

自分の資産を

有効に活用したい

公務員としての

自らの専門性やスキルを

本業以外でも発揮したい

その他

(%)

TOTAL（n=1038） 役職 管理職（n=59） 役職 非管理職（n=979）

（２）兼業を行いたい理由

□ 過去１年間のうち、自身が受けたと感じたハラス
メントについては、「カスタマーハラスメント」が
23.3％、「パワーハラスメント」が14.9%となって
おり、他職員に対してのハラスメントを見聞きした
ことについては、「パワーハラスメント」が28.7％、
「カスタマーハラスメント」が23.8％となった。

□ ハラスメント防止・解決に向けた今後の取組につ
いて、回答が多い順に「管理職の意識啓蒙研修」が
59.8％、「問題発生時の迅速な対応」が49.5％、
「一般職員の意識啓発研修」が48.0％となった。

⑹ ハラスメントについて

（１）ハラスメントの状況 （２）ハラスメント防止・
解決のための今後の取組
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□ 昇任の意向に関する職員全体の意欲度は、48.6％となった。
□ 性別では、男性職員が58.7％、女性職員が31.6％と意欲度に差がある。役職別では、管理職が65.9％、

非管理職が47.1％と、管理職が非管理職よりも昇任の意欲が高い。
□ 女性職員の昇任意欲の向上に繋がる取組やバックアップについて、回答が多い順に「業務量の整理・軽減」

が67.2％、「昇任に必要な業務経験・成長機会の提供」が45.1％、「今後のキャリア形成に関する上司の面
談・助言」が21.4％となった。

⑺ 昇任の意向

女性職員男性職員全体

31.6％
（35.6％）

58.7％
（61.2％）

48.6％
（52.5％）

昇任意欲あり

（１）昇任についての意向
「昇任意欲あり」と回答した割合の合計※（）内はR6の数値

21.4 

8.2 

10.5 

18.3 

45.1 

67.2 

15.1 

19.1 

6.6 

8.9 

14.5 

42.4 

64.0 

15.9 

24.9 

10.6 

12.8 

24.9 

50.5 

73.4 

13.3 

29.5 

13.6 

15.9 

20.5 

34.1 

59.1 

22.7 

今後のキャリア形成

に関する上司の面談・助言

メンターカフェなどの

継続的な実施

メンター制度の導入

キャリアパスに応じた

研修等の提供

昇任に必要な業務経験・

成長機会の提供

業務量の整理・軽減

その他

(%)

TOTAL（n=1690） 性別 男性（n=1044）

性別 女性（n=602） 性別 その他（n=44）非管理職管理職

47.1％
（51.1％）

65.9％
（68.4％）

（注） 「昇任意欲あり」・・・「昇任したい」「どちらかというと昇任したいが、無理せず自然体で機会があれば受けたい」
と回答した者

「昇任意欲なし」・・・「昇任したいがあきらめている」「どちらかというと昇任したくないが、職場で必要ならば
受ける」「昇任したくない」と回答した者

39.7 

11.3 

61.3 

25.5 

0.0 

14.9 

46.6 

17.5 

54.9 

8.1 

66.7 

24.0 

5.5 
11.7 

51.6 

19.3 

昇任できる職務経験

やスキルが不足

しているから

採用時の区分や

自分の職種では、

昇進することができない

（昇進するポストが限られ

ていると思う）から

長時間勤務の常態化

など、仕事と家庭を

両立できる職場環境が

改善されないと思うから

昇任に伴い労働時間

が増えることに

家庭の理解や協力が

得られないから

女性職員の昇任に

対してネガティブな

雰囲気があるから

現在の職務や収入に

満足しているから

これ以上、負担や努力を

したくないから

今は家庭を優先し、

育児等が落ち着いてから

昇進したいから

(%)
性別 男性（n=416） 性別 女性（n=384）

（3）女性職員の昇任意欲の向上に繋がる
取組やバックアップ

（２）昇任意欲なしの理由
「昇任意欲なし」と回答した理由について、回答が多い順に「長時間勤務の常態化など、仕事と

家庭を両立できる職場環境が改善されないと思うから」、「これ以上、負担や努力をしたくない
から」、「昇任できる職場経験やスキルが不足しているから」となっており、これらの項目は男性
職員より女性職員の割合が高い。
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□ 勤務継続の意向について、「定年又は60歳まで継続」が約４割となる一方で、「数年以内」の退職意向は
13.3％存在している。年代別（非管理職）では、10代・20代の男性職員が19.0％、30代の女性職員が
17.1％となった。

□ 60歳より前に退職意向がある職員の理由として、回答が多い順に「長時間労働等で仕事と家庭の両立が難
しいから」が40.3％、「収入が少ないから」が25.1％、「もっと自己成長できる魅力的な仕事に就きたいか
ら」が20.6％となった。

⑻ 勤務継続の意向

占有率

40.1％（40.7％）定年又は60歳まで継続勤務

31.1％（35.8％）60歳より前に辞めたい

13.3％
（7.6％）

9.9％（5.4％）３年程度のうちに辞めたい数
年
以
内

1.2％（0.9％）１年以内に辞めたい

2.2％（1.3％）すでに辞める準備中

15.5％（15.9％）わからない

（％）

※ 上位3位までの回答をオレンジ色で網掛け

＜参考＞ 数年以内に退職意向を回答した者の年代別（非管理職）に占める割合

（１）継続勤務の意向※（）内はR6の数値

19.0

15.7

10.1 10.6
8.4

17.1
15.8 15.1

10代・20代 30代 40代 50歳以上

(%)

男性（n=911） 女性（n=526）

50歳以上40代30代10代・20代
計（2）60歳より前に退職意向がある職員の理由

女性男性女性男性女性男性女性男性

25.223.152.142.250.046.838.041.240.3長時間労働等で仕事と家庭の両立が難しいから

9.022.519.926.627.435.021.133.325.1収入が少ないから

2.76.911.07.36.611.84.25.98.0福利厚生が手厚くないから

5.414.520.517.216.018.611.312.715.6ハラスメントや執務環境等、職場の労働環境が悪いから

11.720.217.823.416.021.421.123.520.6もっと自己成長できる魅力的な仕事に就きたいから

12.610.412.315.19.420.014.118.614.7社会に貢献している実感がないから

7.213.34.18.97.512.75.612.79.7仕事を進める上で自分のスキル・経験を生かせないから

36.932.921.915.610.48.24.29.817.8すでに十分働いたから

11.719.18.913.59.416.411.311.813.8今後キャリアアップできる展望がないから

6.39.23.48.34.710.02.89.87.8自分の仕事ぶりが周囲の人に評価されないから

0.90.69.61.022.68.212.73.96.6結婚・出産・育児のため

17.111.011.08.98.53.24.23.98.4家族等の介護のため

27.013.322.612.017.07.39.97.814.2自身の健康問題のため

2.76.411.010.915.115.011.315.711.0転居を伴う転勤をしたくないから

24.320.829.526.027.423.67.019.623.2その他
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（補足）長時間勤務の是正に必要な取組に係る、具体的な意見

17.8 16.4
21.2 18.2

9.916.5 12.0

25.6 24.8

7.5

17.9 16.8
20.8 17.6

10.1

決算関係

照会の統合・

簡素化

予算関係

照会の統合・

簡素化

全庁的な

照会の統合・

簡素化

計画関係

（PDCA等）

に関する照会の

統合・簡素化

その他

(%)

TOTAL（n=1690） 管理職（n=133） 非管理職（n=1557）

（自由意見抜粋）
【全庁的な照会の統合・簡素化】
○ 全く該当しない調査の展開の廃止、締め切りの短さの是正、電子
申請化。

○ 照会様式の簡素化、電子申請等を活用し、回答の負担軽減。

【計画関係（PDCA等）に関する照会の統合・簡素化】
〇 沖縄県ＰＤＣＡ支援システムに入力した検証結果等を他の付随す
る計画に係る検証資料に引用できるようにする。

【決算関係照会の統合・簡素化】
○ 数字が固まらない時期から複数回照会があり、結局は修正が発生
するので照会回数を減らしてほしい。

○ 形を変えた同じような決算関係資料作成が多いので、一元的に確
認や資料作成ができるようＩＣＴを活用する。
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【答弁調整について】
○ 事前の答弁調整やレク等の作業時間を平日に確保して、休日に行
わないようにする。（時間外勤務の縮減）

〇 部長調整までの待機時間が長いので、定時以降は在宅勤務での対
応を認めてほしい。

【デジタルツールの活用】
〇 質問通告を電子受付化するとスキャンや浄書版作成業務がなくなる。
〇 質問聴取に係る予約システム・ツールの導入、我が党関連の運営見
直し。

【議会運営・ルール】
○ 議会から質問が提出される時点で質問の主旨や意図がわかるよう
にして質問どりを不要にする。

〇 質問通告時に質問意図の詳細を議員が執行部に提供するようにし
て欲しい。

〇 議会関係全般に時間を要している。質問調整方法等の抜本的な改
革が必要。

〇 日程が各定例会ごとに運営委員会で決まるので公務の日程がたて
られず非効率。

【我が党関連】
〇 我が党関連の質問も通告制にする。通告はシステム申請のみとし、
全庁で迅速な連携が図られるようにする。

〇 質問取り前提の通告など職員に負担を強いている現状を議会にも
わかってほしい。

〇 我が党関連の廃止、質問取りをZoomで行う。

○ 令和６年度アンケートにおいて、長時間勤務の要因として、「議会関係業務」が57.1％、「照会・調査もの」
が44.5％であり、是正に必要な取組として、「業務の効率化」が70.1％、「議会関係業務の効率化」が
44.7％であった。

○ その結果を踏まえ、「調査・照会ものの統合・簡素化」と「議会運営に係るルールの見直し」について、具体
的な意見を聞き取りした。

（1）「調査・照会ものの統合・簡素化」について （2）「議会運営に係るルールの見直し」について（自由意見抜粋）


